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カメラ用三脚を利用した天球モデル
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１ 教具の概要 

 「地球からの視点」と「地球を俯瞰するよう

な視点」とを併用しながら、地軸の傾きにより

生み出される天文現象を理解させることは、理

科における天文学習の大きな柱の一つである。

本発表では、この理解を促すための教具の例と

して、写真に示したような自作の透明半球を三

脚に固定したものを紹介する。

 天球を模した透明半球は、内部からも眺める

ことが可能なように、直径60cm の自転車のリム

に透明なビニールを半球状に張ったものである。 

 三脚の脚(ｱ)、(ｲ)を均等に開き、もう 1 本の脚

(ｳ)を伸ばして、地軸の傾きである ψ だけ傾け

て設置する。次に三脚に取り付けた透明半球の

南北方向と、三脚の脚(ｳ)、三脚のエレベーター

部とが一直線となるように透明半球を回転させ、

この方向を夏至の日の太陽の南中方向とする。

この状態で、透明半球を (θ－ψ)だけ傾けて固

定する。θは観測点の緯度である。 

 この状態から透明半球の南北方向を 90°回

転させたとき、透明半球と鉛直方向とのなす角

がθ、さらにもう90°回転させたとき、透明半

球と鉛直方向とのなす角が(θ＋ψ)となれば、

実際の地球の動きと同じとなる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      自作した天球モデル 

（透明半球の位置は、秋分に太陽が南中した状態に対応） 

２．教具としての妥当性の検討 

 このモデルが実際の地球の動きを反映してい

るかどうかを調べた。青森（緯度，40.5°）の

夏至の南中を想定して三脚をセットする。セッ

トした結果、ψは 24°、(θ－ψ)は 18°であ

った。次に透明半球を90°回転させたとき、時

計方向、反時計方向のいずれの回転においても、

透明半球と鉛直方向とのなす角は 41°であっ

た。さらに90°回転すると、鉛直方向とのなす

角は67°となり、ほぼ妥当な値を得ることがで

きた。 

 青森市の二至二分の日における太陽の出と入

りの方位を調べた。例えば青森市における夏至

の日の南中高度は72.6°(2014)なので、天球の

水平面と鉛直面のなす角度が 18°のとき、

72.6°で太陽の光が入射するようにセットす

る。光源にはレーザーポインターを用いた。結

果は表の通りであり、この教具が天球モデルと

して妥当であることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

     

３ 活用例 

・太陽の日周運動と季節 ・季節による月の高

さの違い ・半月や三日月の沈みかた
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  出 (°) 入り (°) 

春分 88 (89) 271 (271) 

夏至 63 (57) 296 (302) 

秋分 88 (89) 271 (271) 

冬至 120 (121) 238 (239) 

（ ）は国立天文台データ（青森市）

Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service


